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キーワード（５つ以内） 酸化チタン、水溶液プロセス、常温結晶化、光触媒、色素増感型太陽電池、

新規性、独創性
（当該シーズの新規性・独自性・

優位性等を具体的に）

高比表面積を有するアナターゼTiO2膜が水溶液中にて合成可能。高温加熱を必要とせ
ず、常温で合成可能。無害な水溶液プロセスで、簡便な設備、低コスト、短時間にて大量
合成可能。粉体も合成可能。

研究開発の目的
（研究の目的、最終的な事業化分野）

アナターゼTiO2膜を常温合成する。この膜は、高い比表面積を有する。（図1「常温合成
酸化チタン膜」参照。）

産業界との連携
（共同研究や受託研究等）

研究段階 ｄ

研究開発の内容（概要）
（研究の内容・課題等を具体的に、
必要に応じ資料を添付してください）

光触媒、色素増感型太陽電池、分子センサー、ガスセンサー、溶液センサー等の様々な
分野において、アナターゼ型TiO2に注目が集まっている。特に、光触媒やセンサー、色
素増感型太陽電池向け材料としては、高比表面積を有する多孔質アナターゼTiO2膜が
必要とされている。また、これらのデバイスにおいては、透明導電性基板（フッ素ドープ酸
化スズ膜（FTO基板）や、ITO基板、導電性ポリマー基板等）上への多孔質アナターゼ
TiO2電極層形成が求められている。また、これらの要求に対して、アナターゼ微粉末を
塗布した後に焼結を行う手法やゾルゲル法によってゲル膜を形成した後に焼結する手法
が報告されている。
アナターゼ微粉末を塗布した後に焼結を行う手法やゾルゲル法によってゲル膜を形成し
た後に焼結する手法では、高比表面積の実現が困難であった。また、これらの手法で
は、アナターゼ型TiO2への結晶化を行うために加熱処理が必要であり、低耐熱性導電
性ポリマー基板を用いることができないほか、ITOやFTO基板においても、透明導電膜
（ITO層やFTO層）の導電率の低下が起こり、電極としての特性を大幅に劣化させてしまう
問題があった。さらに、焼結にともない微細構造が崩れるため、加熱処理前の高比表面
積構造を維持することも困難であった。また、加熱処理にともなう組成、組織、表面構造、
表面官能基等の変化により、電極特性を劣化させる原因となっていた。また、加熱処理に
伴う、高エネルギー消費、高CO2排出、有機溶媒の使用、プロセスの複雑化なども問題と
なっていた。
本課題では、アナターゼTiO2の常温合成を可能とし、水溶液中において、多孔質アナ
ターゼTiO2結晶膜を、透明導電性基板（FTO）上に形成した。
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製品化イメージや
事業化イメージなど

光触媒、防汚コーティング、防曇コーティング、超親水性コーティング、化粧品、医薬品、
塗料、色素増感型太陽電池、分子センサー、ガスセンサー、溶液センサー等。

本研究によって期待される
成果・効果

地域基盤技術や地場産業に生かせる（地域クラスター形成につながる）　幅広い分野に
影響を与えうる　大きな市場や潜在市場が期待される　品質や機能が向上する　生産性
や生産（処理）速度が向上する　製造期間が短縮する　製造コストが削減できる　省エネ
ルギー・省資源に貢献できる　安全性や利用・作業環境が向上する　開発期間が短縮さ
れる

地域への貢献、産業界への
インパクトなど

様々な分野において利用価値の高い酸化チタンに関して、薄膜および粒子を、常温、低
コストにて大量合成可能であるため、応用分野、企業規模を問わず、広範囲への波及効
果が期待できる。

実用化への見通し
（共同研究の相手となる企業・業界、

実用化までの期間等）

本プロセスにより、既に、酸化チタン膜および酸化チタン粒子が合成可能である。また、
簡便な設備で、低コスト、短時間にて合成可能である。

実用化達成の課題

実用化達成に関するコメント

実用化達成に要する期間 １年以内程度

共同研究の相手となる業界等
（日本標準産業分類に基づく）

製造業　医療・福祉

製造業詳細

食料品・飲料・たばこ・飼料製造業　繊維・衣服・その他の繊維製品製造業、なめし革・同
製品・毛皮製造業　化学工業、石油製品・石炭製品製造業　窯業・土石製品製造業　一
般機械器具製造業　電気機械器具製造業　情報通信機械器具製造業　電子部品・デバ
イス製造業

関連産業（知的）財産権
1.ナノ針状アナターゼTiO2結晶集積粒子と多孔質アナターゼTiO2結晶膜およびそれら
の作製

　発明者：増田佳丈、加藤一実
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外国出願

〈研究者からのひとこと〉 お気軽にお問い合わせください。

その他、基本となる解説記事、
論文など（書誌事項）



 

図 酸化チタン膜の電子顕微鏡写真。 

透明導電性基板（FTO 基板）上に形成した多孔質アナターゼ TiO2 結晶膜。（a）多孔質アナターゼ

TiO2 結晶膜の断面。（b）多孔質アナターゼ TiO2 結晶膜の表面。（c-d）（b）の拡大写真。 

 


